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板橋看護専門学校の概要  

明治 6年 養育院看護  
明治32年 東京市養育院看護婦養成所  

明治34年 養育院付属准看護学院  

昭和46年 東京都立板橋高等看護学院  

昭和52年 東京都立板橋看護専門学校  
昭和46年以来約3000名の卒業生   

【養成】3年課程  
定員1学年80名 3学年240名   

【組織】24名  

⊥   

広尾看 専門学毒  ♯原看 専門学ヰ  府中看 専門字書  

【 置者 東都】都立看 専門学年7‡  

年間560名の生成  

主梅看 専門学本  南多度看 専門学‡  北夢魔看 専門学年                    、1．  こ 11 ＿J  2   



本校の教育理念甘教育目的  

＜教育理念＞  
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生命の尊厳と人間を尊重し、専門職業人として＿  
再由知識および技術を教授し、あらゆる健康＿レづ」   

看
 
 

人■集団・コミュ±ティに対して看護が実践できる  

＜ 教育目的＞  

看護師として必要な知識および技術を教授し、社会に貢献しうる有能な人材を育成する。  
＜教育目標＞  

1人としての権利とその人らしさを尊重して行動できる高い倫理観と心豊かな人間性を養う。  
2人々の生命の尊厳を守り、生活の質を保証する看護者の役割を自覚し、責任ある行動がとれる。  
3 人々の健康上の問題を解決するため、人との関わりを大切にしながら根拠に基づいた看護を実践できる   

基礎的能力を身につける。  
4看護職としての役割を認識し、変化する保健・医療・福祉社会の中で他職種と連携・調整できる能力を養う。  
5 看護への探究心と向上心を身に付け、主体的に学習し続ける能力を養う。  
＜育てたい学生像＞  

1個人としての人間のあるがままを理解し尊重できる。  
2命を尊び、人間の喜び、悲しみ、苦しみを感じとり思いやれる。  
3 人間の健康状態や生活に対する反応を読みとり、必要な看護援助を判断できる  
4看護の専門的知識、技術を用いて、根拠に基づいた安全・安楽な看護行為を実践できる。  
5 他職種と連携・調整をして、看護職としての役割が果たせる。  
6 社会の動きを敏感にとらえ、看護を創造的に考えられる。  
7 探究心と向上心を持ち、自ら学ぶ姿勢を持ち続ける。  

本校教育課程部抜粋  8 他者との相互関係の中で、自己成長をしていける。   

恕立春学の教育の質向上へめ取り組み  

取り組み   方法  

1．基礎学力の向上  入学前教育、国家試験対策  

2．教員の資質向上  研修の体系化、授業公開相互参加  

3．専門学校の特徴  新カリキュラム検討（全体・各校）  

を生かした教育実   授業の工夫、看護診断導入、安全  
践   教育、総合実習（板橋）  

4．共に作る学校・  学校評価・授業評価  
授業  

5．実習施設の確保  実習施設連絡会（全体・各校）  
と連携   診療の補助技術PT（H18迄）  

就職の促進と新卒看護師支援 4  



H17   H18  H19  H20   

板橋看学   100   ′柑0  100   ′フ   

全国   92．5  92．5  94．6   つ■  
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学歴  

凸変化   
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専門学校の特徴を生かした  

教育内容の充冥  

1．全教員で行う教育理念を反映した教育計画の検討（別表1）  

2．新カリキュラムヘの円滑な移行  
1）7校のスケールメリットを生かした2年間にわたるカリキュラ   

ム検討会（看護系校長・副校長）活動   

7校全体→各校へ  

2）形態機能学の導入■思考を養う教育方法の検討  

3）卒業時の看護技術到達を臨地・学内で設定   

4）図書・教材の整備  

5）教員数の確保（専任教員・非常勤）  

3．豊富な臨床経験（5年以上）と教員研修修了の教育技法を   
持つ教員によって語られる看護の素晴らしさ、心揺さぶられ   
る実践事例・役割モデル・看護観の醸成  

1。   



専門学校の特徴を生かした教育実践1  

実践力を養う講義の某  

1．PBL、ディベートなどを取り入れた主体的学習への支援  

2．リスク感性を養う安全教育（別表2）   
1）1年次からの安全教育の体系化   

2）インシデントアクシデントの防止と対応   
3）実習中の安全カンファレンスの実施   

4）診療の補助技術における安全授業  

（複数受け持ち一多重課題の校内実習）  

3．当事者授業（精神看護学・老年看護学）  
4．学生の反復練習を支える教材の整備  
5．SPを取り入れた成人急性期の術後の一連の看護技術  

（写真2別掲）  

6．綿密な打ち合わせと客観的な評価をめざす実技テスト  
（写真3別掲）  

7．積極的な学会、研修会で発表一報告への支援  

特徴を生か 専門学校の  

実践力を育む  
- ii 

1．実習は知識と実践の統合の授業   
看護観・実践知が養われ、看護の喜びも体験する。   
都立の専任教員はこの授業を大切にし、常に実習指導を担当している   

2．実践力を育む実習指導は教育を受けた指導者が必要  
①専任教員：臨床経験5年以上＋看護教員養成研修  

②臨床指導者：実習指導者研修   

3．臨床と学生の変化を踏まえた実習指導・専任教員と臨床指導者の連携  
（別表3）（写真4）  

①エビデンスに基づいた看護実践への支援  

②身体侵襲を伴う技術経験の拡大と危機管理   

（経験拡大技術項目の決定と事故発生時の体制フローシート）  

③新カリキュラムに先駆けた総合実習（複数受け持ち・夜間実習）  

12   
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2 学生と共に作る授業：授業評価  
（一部抜粋）  

問1時間配分・構成が良い  

問2 説明が具体的  

問3 学生の理解を確認  

問4 質問しやすい  

問5 内容が理解できた  

問6 新たな知識を得た  

問7 興味t関心が深まった  

問8 授業を受けてよかった  

問1援助場面での適切な助言・指導  
問2（：Fでの適切な助計指導  

問3 記録の適切な助言・指導  

問4 理解しやすい言葉・方法  

問5 学生の考え方を尊重  
問6 看護者としてのモデル  

問7 精神的な支えになった  

周8 患者・指導者との連絡 

問9 指導者との指導の一致   

臨
地
実
習
 
 



未来の看護につながる  

習施設の確保と；  
l＝b   

1．実習施設確保困難の常態化（特に母性・小児・在宅）  
2．多忙な臨床現場における実習指導体制確立の困難   

→指導者の専任化、指導者研修受講の促進を  
3．学生の病院への就職は臨床・学校の共通の願い  

病院：マンパワーの確保  
学校：「看護」が学べる授業の場として  

4．学校と臨床の良好なコミュニケーションによる連携   
1）授業評価結果（学生アンケート）の活用   

2）都立病院との共同PTによる「診療の補助技術の  

経験拡大に向けての連携   

3）都立看学と全実習施設とのワークショップ   

4）新卒看護師を支援するホームカミングディ（写真5）  

福祉保健局ミニ通信  
第193号 2008．07．17～東京都福祉保健局作成～  

☆ホームカミングデーを開催！  

10日、板橋看護専門学校では、今春の卒業生を招いて『ホームカミングデー』を開   
催しました。遠くは鹿児島県から飛んで来てくれた方もあり、卒業生の7割にあたる   
50名の参加がありました。  

「板橋看護専門学校にお帰りなさい！」の校長挨拶にはじまり、卒業生による1分間ス   
ピーチの後、教員との懇談が行われました。  

スピーチでは、インシデントを機に髪を切ったこと、先輩プリセプターの優しさや、患者  
の一言に励まされたこと、そして同期と一緒に頑張っていることなど、各病院に就職し   
てからの近況報告が笑いあり涙ありで語られました。   
その後の懇談会では、大きな笑い声の響く中、教員に悩み事を相談する真剣な姿も  

ちらほら見受けられました。最後に、「ガンバレ！いたかん35卒業生」の入ったボール  
ペンとともに、「石の上にも3年」、「乗り越えられない壁はない」と書かれた、教員から   
の熱いメッセージの入った手作りカードが、参加者全員にプレゼントされました。  

新人看護師の離職率が高くなる就職後三か月日に『ホームカミング  

デー』を実施することで、辛いことがあっても相談できる仲間や先生  
がいること、そしていつでも帰ってこられる母校があるということを、  
卒業生にあらためて伝えることができた一日でした。  

【板橋看護専門学校】  

16   



看護専門学校における学校運営   
一散職員・学生が生き生きと輝くために－  

1．看護師養成という明確な組織目標にむけて教職   

員が一丸となる  

2．組織は人なり。教職員・学生を大切にする。  

1）自由に発言し、意見交換できる風土の醸成   

2）能力開発→積極的な研修の機 

3）適材適所→適切な業務分担と進行管理   

4）仕事の成果への適切なフィードバック   

5）会議一 教務室は毎日がOJTの場  

全教員で全学生を育て、学生に学ぶ養成所「共育」  
17  

看護師養成所の今後の課題  
1．臨床との奉離をなくす看護教育の充実   

（技術教育・コミュニケーション・自己教育力などの向上）  

2．18歳人口の減少、高学歴志向に伴う入学生数の確保  

3．専任教員は看護教育の宝。教員数の確保と資質向上支援   
及びワークライフバランス推進を  

4．実習施設の確保と連携  

5∴養成に対する経済的支援  
6．4年化にむけての私見   

1）教育期間の延長は必須．3年養成での努力による成果と限界   

2）新卒者の6割を擁する専門学校の一律4年化は人材確保に影響  

大学教育と並存し、長期的計画が必要。   

3）大学教育においては、養成所教育を適正に評価活用を  

7．養成期間を延長しても必要な臨床研修   

1）基礎教育で無資格の学生が身体侵襲を伴う技術を行う限界。   
2）シュミレーションで学ぶ限界。   
3）臨床と学校の連携が必要  

18   



別表1教育計画及び進度（第38軒肘  東京都立板橋看言隻専門学校  
‾ 

、  た5  年  第2学年  
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病  微生物■感染症  1（30）  ■→  

基  呼吸器系・循環器系  1（30）   ■→  
■→  

り  消化器系・腎臓・泌尿器系  1（30）  
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H  

野  
・●山ト   瞭生保  

活障  
社会福祉論  2（30）  

2（30）  

■→  
者制  関係法規  

計  21（510）   13（345）   6（135）   2（30）   

基礎看  学概論Ⅰ   護の概念   1（30）  H  
学概論 Ⅱ   護と研究■看護管理  1（30）  

学方法論Ⅰ   護に共通する基本技術1   1（30）  H  
基   1（30）  ■－→  
礎 看  1（30）  ■→  
護  1（30）  ■→  
学  1（30）   H  

苧方法論 Ⅵ   多療に伴う援助   1（30）  ■→  
学方法論 Ⅶ   護過程   1（30）  

基礎看  学方法論 Ⅷ   多療補助技術における安全   1（30）  

計  10（300）   8（240）  2（60）  

在宅看  概論  念・意義・在宅．訪問看護の理解   1（15）  
■－・ト  

在宅者譲方法論Ⅰ    方問看護の実際   1（30）  
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別表2  安全教育計画（38回生）  東京都立抜雁看護専門学校  

目的：人間の尊厳と生命の安全を守る看護者としての責任を果たすための基礎的能力を養う。  

目標：1）看護実践場面で起こりうる様々なリスクの可能性を認識できるようになる。  

2）看護実践場面において、自ら考え看護学生として責任ある行動がとれるようになる。  

目 標   内  容   時期  方法  時間数   

看護学生としての実  1．実習態度・マナー   実習前  講義   オリの   

冒態度・マナーが分か  中で  

3．感染予防（自己の健康管理・手洗い）   5。   

援助を通して対象の  1．医療事故・医療過誤に関する基礎知識   9月  講義  オリの   

安全確保の為の配慮・  2．看護学生が日常生活援助場面で起こしやすい  演習  中で   

工夫の実際が分かる。   事故の事例検討（ヘム－ハ0－シュミレシ］ン）   

実習中に起こりうるイ  1．基礎実習Ⅲ－①のインシデントレホrトート結果の提示と予  2月  

′シデント・アクシデントに関す  防策の検討  中で  

う知識を持ち、自分に  2．患者の状態把握に関する事例検討（ローげレイ）   演習   

実習中   

て捉えられる。   防策の検討  レンス  時間   

日常生活における安  ＜7月実習＞   （4H   

6月  

者の要件をふまえ看護  な移動援助計画の立案、ローげレイの実施、評価  中で  

計画立案・実施・評価  2．基礎実習Ⅲ－②のインシデントアルデントレポート結果   講義  

乃プロセスの中で理解  の提示と予防策の検討   

できる。   実習   

診療の補助に伴うリ   における安全についての事例検討  レンス  

スクを予測し、予防策  ＜11月実習＞   

が考えられる。   演習  

例の検討（ロールプレイ）  中で  

2．7月実習のインシデントレポート結果の提示と予防対  講義  

策の検討  

カンプア   

における安全についての事例検討   中  レンス  時間   

．診療補助に関する安   4月  基礎  30H  

全な技術を身につけ   

る。  2／薬剤関連のエラーと危険性への 

3．チューブ挿入中の事故防止  
jWI 

1・点滴・側管注2・輸液ポンプの実際  

3．タイムルッシヤー下での点滴作成  

4．チューブ挿入中の寝衣交換等  

．実習を振り返り看護  

4月  
における倫理について  オリの  

具体的に考えられる。   
中で  

4H  
における安全についての事例検討  

実習  
4．看護者としての患者の権利・尊厳を守ること  

7月   
について実習場面を振り返り、倫理という視点  

時間  

でまとめる（哲学・生命倫理の授業の中で、職  
講義  

業倫理という主題で取り上げる）   

夏画   目 標   

1．看護学生とし｝   

墨遵I  習態度・マナーフ  

る。   

1．援助を通して≠   

基礎  安全確保の為の醒   

Ⅲ－（D  工夫の実際が分フ   

1年  2．実習中に起こり   

基礎  ンシデント・アクシデント   

Ⅲ－②  る知識を持ち、  

も起こりうること 

て捉えられる。   

す年  1．日常生活にお【   

全な援助について 

老Ⅰ  者の要件をふま   

実習  計画立案・実施  

のプロセスの中  

できる。  

2．診療の補助にイ  

スクを予測し、  

が考えられる。   

3左三  1．診療補助に関、   

各 看  全な技術を身ら   
護学  

る。  

実習  

2．実習を振り返  

における倫理に  

具体的に考えら  



別表3  臨地実習の実践的指導と教員・指導者の役割連携  

実習期間（1クール）  
教員と指導者の一日の具体的行動の－  

例   

1週自  2週日  3週目  時間  

第1日目   某日第日第日第日第日第日集日第日第日即日日   A   F  

＜行動計画の指導＞  ＜行動計画の指導＞（1）実習開始前に一日の行動計画を確認   
（1）実習開始申仁   8：00   

行動計画の助言＊  

什動計画を確認  
（2）不足があれば  ＜申送り参加＞  実習指導は学生5－6名に対し  8：30   

指導   て個別指導を行い、きめ細かな  
（3）修正の再確認  ＜指導者と一日の行動計画の調整＞  対応が必要   

申し送り・ミーティング        9：00  指導者の助言後の行動計画の確認修正＊  

＜現地オリエンテーシ］ン＞  
9ニ30   〉Sサイン測定指導＊  

（1）病棟の構造、使   ＜現代看護学生の実習指導  

用方法  ＜学生の計画に沿って援助指導＞ …妄言芸霊露呈計画確認  （3）実施前中後の報告、記録確認の現状＞  10二00  

及び注意事項  搬送  
（2）受け持ち患者へ  10：30   看護過   

の紹介   ン困難  
（3）病棟の医療チー  ＜看護過程の指導＞  2．生活能力不足等による看  11：00   
ムメンバー紹介  午前中の記録報告確認助言 ＊  

（4）実習受持ち承諾  
（4）計画立案（5）実施  

経菅栄  
書確認  1l：30  食事介  経菅栄  食事介  食事介   養   

＜医療チームの連携指導＞  助  養  助  助  看護過  
＜事前学習確認・指導   程指導   

＞  ＜人間関係の指導＞  
12：30  休憩  休憩  休憩  休憩  休憩  休憩  

＜情報収集に関する指  
導＞  

VSサイン測定指導 ＊  

患者に責任ある実習 RO帽Il  

うには、リスクも伴う。 退院指   練   点滴準  
を未然に防ぎ、患者の安  入浴介  
全を確保すると共に、事故  清拭  程指導  助   

発生時の速やかな対応  看護過  ケース  検査見   
所在等を考慮  程指導  会議  学  
習指導は専任  
ればならない 臨地実習は授業である。学生   午後の記録報告指導 ＊  

が期待するレベルに到達して   
いるかを見極めるには、適正な  

学生カンファレンス  

翌日の計画指導 ＊   

連絡・調整   連絡 連絡 連絡 連絡 連絡 連絡 連絡 連絡 連絡   連絡  17二00  連絡  連絡  連絡  連絡  連絡  連絡   調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整 調整   調整   調整  調整  調整  調整  調整  調整   

＊個別指導を行う  
＊講義や会議のある時は指導者と調整  

臨地実習における教員と指導者の役割  

一共通の役割一  
実習目標への到達  

ノ●   




